
死生学，健康増進・虚弱予防の概念に基づく講義シリーズ１（生活習慣病と口腔）， 
講義シリーズ3（在宅介護医療）コラボ企画 

医療支援歯学教育コースワーク 第1回 

岡山大学歯学部棟４階 第１講義室 
岡山市北区鹿田町2-5-1 

聞きたい講義のみの 
参加も可能です。 

歯学部生 および 大学院生・研修医 
（生活習慣病,在宅医療に興味のある医療関係者も参加可能です） 

(12月7日以外) 

みんなで取り組む 
生活習慣病&在宅医療 

参加無料 

2016年 
11月24日 (木) 17:00~19:00 

12月7日 (水) 16:00~18:00 
         ※第2示説室での開催 

1. 臨床検査の意義①（仮） 
2. 臨床検査の意義②（仮） 

                                          岡山大学病院 総合内科 助教 
                                                        花山 宜久 先生 

3.要介護高齢者ケア時のポジショニング、 
  体位変換（仮） 

    岡山大学大学院保健学研究科 
コミュニティヘルス看護学領域 教授 

 谷垣 靜子 先生 
 
4.訪問歯科診療の実際 
    ～全身の情報をどう取得し、どう生かすか～ 

あいの里クリニック・歯科 院長 
 山本 道代 先生 

5. 摂食嚥下機能の訓練 
                                                                                     岡山大学病院 スペシャルニーズ歯科センター 助教 

村田 尚道 先生 
6. 住民の望む暮らしを支える口腔ケア 
   ―ウルトラマンからアンパンマンへ！―             まんのう町国保造田歯科診療所 歯科衛生士 
                                                                                                                                                            丸岡 三紗 先生 

12月1日 (木) 18:00~20:00 

本公開講座は，岡山大学大学院医歯薬学総合研究科博士課程の授業科目「研究方法論(基礎･応用)の授業に出席したとみなされる
講演会」としてカウントすることが可能です．出席記録簿を持参して，受付で開講者の印を受けてください． 

本公開講座は，文部科学省 課題解決型高度医療人材養成プログラム選定事業「健康長寿社会を担う歯科医学教育改革－死生学
や地域包括ケアモデルを導入した医科歯科連携教育体制の構築―（事業責任者 窪木拓男）」の一環として行います． 

主催： 岡山大学歯学部 
共催： 岡山大学病院 
    岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 
主幹： 岡山大学歯学部 歯学教育・国際交流推進センター， 

 岡山大学 医療教育統合開発センター 歯科医学教育改革部門 

＜医療支援歯学教育コースワーク 実行委員会事務局＞ 
岡山大学病院 医療支援歯科治療部内 
担当： 事務補佐員 岡田純幸  
    E-mail： j_okada@okayama-u.ac.jp 

TEL & FAX： 086-235-6588 
〒700-8525 岡山市北区鹿田町2-5-1  
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